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一
人
で
も
多
く
の
人
を
笑
顔
に

全
国
に
誇
れ
る
、わ
が
ま
ち
松
山 

の
実
現
に
向
け
て

広報まつやま

　
市
長
が
地
域
に
出
向
き
、
市
民

と
の
直
接
対
話
を
通
し
て
地
域
の

魅
力
や
課
題
を
明
ら
か
に
す
る

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
、

平
成
23
年
１
月
か
ら
市
内
41
の
公

民
館
区
域
ご
と
に
順
次
、
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

調
査
研
究
を
公
募
に
よ
る
市
民
と

市
職
員
が
行
う
「
笑
顔
の
ま
つ
や

ま 

わ
が
ま
ち
工
房
」
や
、
市
民

が
集
ま
る
場
所
に
市
職
員
が
出
向

い
て
市
政
の
説
明
や
意
見
交
換
を

行
う
「
笑
顔
の
ま
つ
や
ま 

ま
ち

か
ど
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
、
市

民
と
行
政
が
理
解
を
深
め
、連
携
・

協
力
し
て
「
市
民
が
主
役
」
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
は

私
た
ち
の
手
で

　
住
民
自
治
組
織
「
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

設
立
準
備
会
」
に
対
し
て
、
地
区

が
自
立
で
き
る
よ
う
人
的
・
財
政

的
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
権
限

や
財
源
、
責
任
を
市
か
ら
地
区
に

移
し
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
枠
の

職
員
採
用
で
活
性
化

　
市
職
員
採
用
試
験
に
お
い
て

「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
枠
」
を
設
け
、

文
化
芸
術
や
学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
各
分
野
で
培
っ
た
挑
戦
す
る

意
欲
な
ど
を
市
政
に
発
揮
し
て
も

ら
い
、
市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま

す
。

ワ
ー
ド
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
展
開
し
、「
こ
と
ば
を
大

切
に
す
る
ま
ち
松
山
」
を
全
国
に

発
信
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
に
第
15
回
と
い
う

節
目
の
大
会
を
迎
え
る
「
松
山
俳

句
甲
子
園
」
で
は
、
羽
田
空
港
で

地
方
大
会
（
東
京
会
場
）
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
甲
子
園
に
呼
び
掛
け
て
、

さ
ら
な
る
情

報
発
信
を
図

り
ま
す
。

　
そ
の
他
に

も「
だ
か
ら
、

こ
と
ば
大
募

集
」
の
応
募

作
品
を
電
車

や
施
設
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な

場
所
に
掲
出

し
、「
街
は

こ
と
ば
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
展

開
す
る
ほ
か
、
群
読
（
複
数
人
数

に
よ
る
朗
読
）「
響
け
!!
言
霊 

”こ

と
ば
の
が
っ
し
ょ
う
“
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
ア
ッ
プ

　
子
ど
も
自
ら
が
議
題
を
発
案
、

市
長
も
参
加
し
、
意
見
交
換
を
す

る
「
市
長
と
と
も
に
！
響
き
合
う

言
葉
で
創
る
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
で
は
、
市
内
の
児
童
生
徒

が
、
話
し
合
い
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
互
い
を
理
解
し
自

ら
の
価
値
の
発
見
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
小
規
模
校
や
島
し
ょ
部
の

学
校
の
児
童
生
徒
が
、
他
校
と
の

交
流
学
習
な
ど
学
校
間
交
流
を
積

極
的
に
行
え
る
よ
う
支
援
す
る
ほ

か
、
国
際
化
社
会
に
も
対
応
で
き

る
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
中

学
生
の
英
語
力
を
高
め
る
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

松
山
駅
周
辺・松
山
外

環
状
道
路
を
整
備

　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
東
西

交
通
の
利
便
性
の
向
上
な
ど
を
図

る
た
め
、
県
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
松
山
駅

付
近
の
連
続
立
体
交
差
事
業
に
合

わ
せ
、
松
山
駅
周
辺
地
区
の
土
地

区
画
整
理
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
24
年
度
は
工
事
実
施
設

計
や
地
権
者
と
の
移
転
補
償
協
議

を
行
う
な
ど
、
工
事
を
本
格
的
に

開
始
し
ま
す
。

　
ま
た
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
松
山
空
港
ま
で
の
接
続

時
間
を
大
幅
に
短
縮
す
る
松
山
外

環
状
道
路
の
整
備
を
行
い
、産
業
・

経
済
の
発
展
に
つ
な
げ
ま
す
。

こ
と
ば
を
大
切
に
す
る
ま
ち

松
山
を
全
国
に
発
信

　
正
岡
子
規
を
は
じ
め
多
く
の
俳

人
を
輩
出
し
、
小
説
『
坊
っ
ち
ゃ

ん
』『
坂
の
上
の
雲
』
の
舞
台
と

な
る
な
ど
、
文
化
的
土
壌
の
豊
か

な
本
市
で
は
、「
こ
と
ば
」
を
キ
ー

市
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

「誇れる」
行政サービス
で笑顔に

「誇れる」
行政サービス
で笑顔に

一
人
で
も
多
く
の
人
を
笑
顔
に

全
国
に
誇
れ
る
、わ
が
ま
ち
松
山 

の
実
現
に
向
け
て

☆は新規事業

■「誇れる」行政サービスで笑顔に
〈総務理財関係〉………… １億422万円
納税推進プログラム………… 4,537万円
派遣研修……………………… 3,044万円
愛媛地方税滞納整理共同処理
　……………………………… 1,400万円
職員研修……………………… 1,072万円
昇任試験………………………… 186万円
学生による政策論文募集……… 112万円
行政改革進行管理………………… 71万円

〈市民福祉関係〉…………… 5,933万円
地域におけるまちづくり推進
　……………………………… 2,771万円
コールセンターおよび総合案内運営
　……………………………… 2,448万円
「新しい公共」による地域課題解決モデル
　………………………………… 292万円
市長へのわがまちメール……… 265万円
市民との対話…………………… 157万円

〈文教消防関係〉…………… 2,135万円
教育研究所…………………… 1,381万円
教職員研修……………………… 412万円
教職員こころの相談…………… 305万円
教職員の任免権等の移譲に伴う準備
　…………………………………… 37万円

■「誇れる」ことばで笑顔に
〈総務理財関係〉　………… 5,337万円
ことばのちからイベント…… 3,987万円
坊っちゃん文学賞運営……… 1,350万円

〈文教消防関係〉……… 1億5,046万円
外国青年招致………………1億2,690万円
「ふるさと松山学」教材作成 … 719万円
体験学習を通じた人間力育成 … 468万円
「新聞制作体験学習」支援 …… 400万円
☆中学生英語力レベルアップ…… 248万円
未来を拓け！松山こどもリーダーズ
　………………………………… 230万円
夢・紙芝居……………………… 180万円
小規模校等学校間交流等支援
　………………………………… 111万円
市長とともに！響きあう言葉で創るスクールミーティング
　………………………………………0予算

■「誇れる」まちの安全・安心で
　笑顔に
〈総務理財関係〉……… 4億9,919万円
松山市デジタル防災行政無線整備
　………………………………2億589万円
北条支所庁舎改修…………1億2,000万円

☆松山市民会館耐震化………1億1,021万円
☆庁舎本館電気室受配電設備更新
　　……………………………… 2,000万円
☆危機管理体制強化…………… 1,351万円
☆中島支所庁舎改修…………… 1,206万円
災害用物資資機材整備……… 1,185万円
避難標識整備…………………… 403万円
訓練実施………………………… 164万円

〈文教消防関係〉……… 7億4,291万円
第１次小学校校舎緊急耐震化
　……………………………2億1,300万円
第２次小学校校舎耐震化 …1億4,300万円
公民館耐震化………………… 6,947万円
消防救急艇維持管理………… 5,668万円
消防施設震災対策…………… 5,446万円
消防団ポンプ蔵置所耐震化
　……………………………… 5,323万円
第２次中学校校舎耐震化…… 4,200万円
第１次中学校校舎緊急耐震化
　……………………………… 3,790万円
救急装備高度化……………… 2,988万円
住宅防火推進………………… 1,208万円
☆企業防災力強化……………… 1,046万円
☆「児童・生徒を守ろう！」学校における防災士養成
　………………………………… 878万円
自主防災組織充実・活性化…… 590万円

◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆

市長公約および
関連重点的
取り組み事業

生石地区タウンミーティング

まち歩きで課題などを見つける北条地区まちづくり協議会

心を一つに響かせることばのハーモニー

17文字にかける高校生の熱き戦い

スクールミーティングで積極的に
意見交換する番町小の児童

「誇れる」
ことばで
笑顔に

「誇れる」
ことばで
笑顔に

「誇れる」
まちの安全・
安心で笑顔に

「誇れる」
まちの安全・
安心で笑顔に
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市
施
設
の
耐
震
化

　
大
規
模
災
害
に
備
え
、
児
童
生

徒
の
日
常
の
学
習
の
場
で
あ
る
と

と
も
に
災
害
時
の
避
難
場
所
と
な

る
小
中
学
校
校
舎
や
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
窓
口
で
災
害
時
に
地
区
内

へ
の
情
報
伝
達
や
支
援
体
制
の
拠

点
と
な
る
支
所
、
お
よ
び
災
害
に

強
い
水
道
施
設
構
築
の
た
め

３
０
０
０
立
方
㍍
以
上
の
主
要
配

水
池
な
ど
の
改
修
・
耐
震
工
事
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
利
用
者
の
安
全
・
安
心
を

図
る
た
め
、
松
山
市
民
会
館
の
耐

震
化
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

危
機
管
理
機
能
の
強
化

　
大
規
模
災
害
を
は
じ
め
と
し
た

危
機
事
態
に
迅
速
か
つ
正
確
に
対

応
す
る
た
め
、
職
員
の
意
識
改
革

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
被
災
者

支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
災
害
現

場
対
応
車
両
を
配
置
し
ま
す
。

応
急
手
当
技
術
の
取
得

　
一
人
で
も
多
く
の
人
に
応
急
手

当
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
応
急

手
当
普
及
員
な
ど
の
資
格
を
持
つ

市
民
を「
市
民
救
急
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
登
録
し
、
救
急
隊
員
ら
と

と
も
に
講
習
会
な
ど
を
開
催
し
ま

す
。防

災
士
資
格
の

教
職
員
を
養
成

　
大
規
模
災
害
か
ら
児
童
生
徒
を

守
る
た
め
教
員
が
率
先
し
て
適
切

な
対
応
や
指
示
が
で
き
る
よ
う
、

防
災
士
の
資
格
を
持
つ
教
職
員
を

養
成
し
ま
す
。

企
業
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成

　
大
規
模
災
害
時
に
企
業
の
防
災

担
当
者
ら
が
防
災
関
係
設
備
を
的

確
に
操
作
で
き
る
よ
う
消
防
局
防

災
セ
ン
タ
ー
に
実
技
訓
練
用
機
器

を
整
備
し
、
実
技
訓
練
を
組
み
入

れ
た
講
習
会
な
ど
を
通
し
て
企
業

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

施
設
の
芝
生
化

　
地
域
一
体
で
子
育
て
す
る
機
運

を
高
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の

体
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
保
育
所
、
幼
稚
園
の
園
庭
お

よ
び
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝

生
化
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
地
域
交
流
活
動
の
促
進
を

図
る
た
め
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
芝
生
化
し
ま
す
。

ネ
ッ
ト
犯
罪
か
ら

子
ど
も
を
守
る

　
中
学
生
が
携
帯
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
Ｉ
Ｔ

防
犯
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
学
校

に
派
遣
し
指
導
や
講
習
会
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。

安
心
し
た

子
育
て
環
境
づ
く
り

　
子
ど
も
の
疾
病
の
早
期
発
見
と

治
療
に
つ
な
げ
る
ほ
か
、
入
院
時

の
多
額
の
治
療
費
に
対
し
保
護
者

が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
０
～
６
歳
就
学
前
の
子
ど
も

の
入
院
・
通
院
と
小
学
１
～
３
年

生
の
児
童
の
入
院
に
お
け
る
医
療

費
の
自
己
負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。

公
民
館
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

　
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
と
と

も
に
災
害
時
の
避
難
場
所
と
も
な

る
公
民
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
、

地
域
住
民
や
施
設
利
用
者
の
安

全
・
安
心
に
つ
な
げ
ま
す
。

島
し
ょ
部
住
民
の

通
院
に
係
る
負
担
軽
減

　
島
し
ょ
部
住
民
の
通
院
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
通
院
す
る
本
人

お
よ
び
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に

付
き
添
う
保
護
者
は
月
２
回
目
か

ら
の
復
路
の
フ
ェ
リ
ー
旅
客
運
賃

を
、
出
産
の
た
め
の
入
院
や
母
子

健
康
手
帳
を
持
つ
人
が
受
け
る
妊

婦
健
診
、
歯
科
健
診
、
出
産
に
必

要
な
往
復
16
回
分
の
フ
ェ
リ
ー
旅

客
運
賃
を
全
額
助
成
し
ま
す
。
ま

た
透
析
治
療
の
た
め
週
2
回
以
上

通
院
す
る
人
は
復
路
の
フ
ェ
リ
ー

旅
客
運
賃
を
半
額
助
成
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
で

市
民
の
健
康
保
持

　
市
民
の
健
康
保
持
・
増
進
を
図

る
た
め
、
乳
幼
児
へ
の
感
染
予
防

を
目
的
と
し
た
小
児
用
肺
炎
球

菌
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
が
ん

の
中
で
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
が

有
効
と
さ
れ
て
い
る
子
宮
頸
が
ん

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
全
額
助

成
し
ま
す
。

「誇れる」
子育てで
笑顔に

「誇れる」
子育てで
笑顔に

「誇れる」
福祉・医療で
笑顔に

「誇れる」
福祉・医療で
笑顔に

☆応急手当普及啓発……………… 263万円
自主防災組織育成……………… 189万円
消防団年末夜警………………… 155万円

〈市民福祉関係〉…………… 9,397万円
松山市防犯協会防犯灯設置補助
　……………………………… 3,300万円
☆北条コミュニティ集会所（横谷）建替
　……………………………… 2,469万円
☆久谷支所耐震改修…………… 2,372万円
感染症対策… …………………… 688万円

☆松山市災害時ボランティアセンター機能強化
　………………………………… 300万円
支所耐震診断…………………… 268万円

〈都市企業関係〉……… 47億6,569万円
松山駅周辺整備………… 14億1,419万円
街路・幹線道路整備…… 13億5,987万円
水道管路耐震化………………8億343万円
安全歩行空間整備…………5億6,724万円
市営住宅改修………………3億6,494万円
工業用水管耐震化…………… 7,685万円
木造住宅耐震改修等補助…… 6,738万円

☆基幹水道構造物の耐震化（配水池等）
　……………………………… 6,500万円
相互連絡管整備……………… 4,500万円
木造住宅耐震診断……………… 179万円

〈環境下水関係〉……… 146億521万円
新西クリーンセンター整備・運営
　………………………… 85億7,222万円
管渠整備………………… 26億3,369万円
浸水対策に向けた取り組み（重点10地区）
　………………………… 18億7,914万円
浄化センター建設……………6億254万円
浸水対策に向けた取り組み（その他地区）
　……………………………3億7,873万円
合流式下水道緊急改善……2億8,500万円
管渠改良…………………… …2億929万円
がけ崩れ防災対策…………… 2,958万円
準用河川改修………………… 1,202万円
内水ハザードマップ作成……… 300万円

〈産業経済関係〉……… 1億2,265万円
ため池安全対策推進………… 6,338万円
新たな水源かん養林………… 5,927万円

〈水資源対策関係〉………… 5,505万円
節水型機器購入等促進……… 2,674万円
雨水貯留施設購入促進……… 1,358万円
地下水保全策検討……………… 881万円
大規模建築物の雨水利用促進
　………………………………… 480万円
新規水源開発準備……………… 112万円

■「誇れる」子育てで笑顔に 
〈文教消防関係〉……… 1億5,590万円
不登校対策総合推進………… 6,856万円
放課後子どもプラン推進…… …5,084万円
問題行動等対策……………… 1,451万円
いじめ対策総合推進………… 1,206万円
小学校緑化推進………………… 648万円
幼稚園庭芝生化………………… 345万円

〈市民福祉関係〉……… 22億4,335万円
子ども医療助成………… 13億2,366万円
放課後児童健全育成………3億4,742万円
急患医療センター運営……1億9,112万円
小児救急医療支援事業補助
　……………………………1億8,100万円
地域保育所施設運営補助…… 6,424万円
松山市家庭的保育…………… 4,120万円
商店街保育…………………… 2,662万円
地方裁量型認定こども園等運営支援
　……………………………… 2,065万円
休日診療所運営補助………… 1,605万円
事業所内保育施設整備促進…… 1,196万円
要保護児童対策………………… 603万円
保育園庭芝生化………………… 570万円
☆地域交流センターグラウンド芝生化
　………………………………… 371万円
小児救急医療確保……………… 285万円
☆安全・安心指導者派遣モデル
　………………………………… 114万円

■「誇れる」福祉・医療で笑顔に 
〈文教消防関係〉……………… 183万円
☆公民館ＡＥＤ設置……………… 183万円

〈市民福祉関係〉……… 14億8,398万円
子宮頸がん等ワクチン接種
　……………………………6億1,161万円

◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆

地域交流センターグラウンド

AED

ワクチン接種する幼児

耐震化された小学校校舎耐震化工事に取り掛かる松山市民会館

応急手当の講習会

芝生化された坂本幼稚園で
元気よく遊ぶ園児
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各種がん検診………………2億8,591万円
地域包括支援センター運営
　……………………………2億4,370万円
ふれあいいきいきサロン… 1億1,084万円
シルバー人材センター運営等補助
　……………………………… 4,110万円
障害者総合相談窓口………… 3,502万円
重度障がい者タクシー利用料金助成
　……………………………… 3,436万円
心身障がい者共同作業所運営補助
　……………………………… 3,330万円
高齢クラブ運営助成………… 1,997万円
☆島しょ部航路運賃助成……… 1,700万円
☆障がい児子育て応援プログラム
　……………………………… 1,439万円
個別妊婦歯科健康診査……… 1,024万円
高齢者運動支援………………… 932万円
独居高齢者みまもり員設置…… 652万円
地域福祉サービス……………… 610万円
障がい者工賃レベルアップ支援
　………………………………… 394万円
身体障がい者航送料補助………… 66万円

■「誇れる」まちの長所を活かし
　笑顔に
〈総務理財関係〉………18億4,941万円
総合コミュニティセンター管理運営
　……………………………6億2,548万円
中央公園管理運営…………5億3,679万円
野外活動センター管理運営
　……………………………1億8,753万円
体育施設管理運営…………… 9,455万円
スポーツセンター管理……… 8,267万円
中央公園改修整備…………… 6,340万円
総合コミュニティセンター建物改修
　……………………………… 5,673万円
松山市体育協会運営補助
　……………………………… 5,315万円
☆プロ野球オールスターゲーム関連イベント
　……………………………… 3,877万円
社会体育振興………………… 3,601万円
スポーティングシティまつやま推進
　……………………………… 1,746万円
愛媛国体開催推進…………… 1,734万円
野球歴史資料館維持管理…… 1,247万円
中心市街地活性化対策……… 1,037万円
市民スポーツ活動活性化……… 791万円
☆全国市議会議長会研究フォーラムin松山開催
　………………………………… 297万円
ふるさと納税事務……………… 296万円
野外活動振興…………………… 285万円

〈産業経済関係〉…………23億346万円
中小企業資金貸付……… 15億5,014万円
中小企業資金貸付金保証
　……………………………1億7,550万円
㈶松山観光コンベンション協会運営補助
　……………………………1億5,141万円
かんきつ農家品種転換緊急対策
　……………………………… 5,666万円
松山市ＥＣ活性化支援……… 4,598万円
まつやまブランド農産物生産支援
　……………………………… 4,542万円
松山市まちなか子育て・市民交流
　……………………………… 3,700万円
☆松山市雇用対策育成支援
　……………………………… 3,070万円
中心市街地エリアマネジメント支援
　……………………………… 2,652万円
松山地域産品等ＰＲフリーペーパー作成
　……………………………… 2,086万円
☆地元野菜等産地活性化……… 1,563万円
まつやま産業まつり………… 1,532万円
まつやま環境ビジネス創出支援
　……………………………… 1,505万円
魅力ある農産物の開発普及
　……………………………… 1,497万円
☆松山市創業者経営支援……… 1,220万円
☆松山市まちなか賑わい創出
　……………………………… 1,190万円
☆まつやま農林水産物ブランド活性化対策
　……………………………… 1,130万円
新規産業育成…………………… 917万円
松山市商店街空洞化対策事業補助
　………………………………… 900万円
☆産業立地セールス……………… 884万円
まち更新推進支援……………… 793万円
☆中央卸売市場経営展望策定…… 698万円

◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆地
域
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

　
本
市
の
農
林
水
産
物
や
加
工
品
、

地
元
で
頑
張
っ
て
い
る
生
産
者
や

飲
食
店
な
ど
を
紹
介
す
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
を
作
成
し
、
多
く
の
人

に
地
域
の
宝
・
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
地
域
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
地
域

産
品
の
展
示
即
売
や
情
報
発
信
を

行
う 

「 

え
ひ
め
・
ま
つ
や
ま
産
業

ま
つ
り
」を
城
山
公
園
で
開
催
し

ま
す
。

ま
つ
や
ま
農
林
水
産
物

ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上

　
本
市
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
高
い
商
品
力
を
兼
ね

備
え「
高
品
質
」「
安
全
・
安
心
」「
地

域
特
産
」
を
基
本
に
認
定
さ
れ
た

ま
つ
や
ま
農
林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド

の
商
品
化
率
の
向
上
や
、
高
品
質

な
農
林
水
産
物
を
安
定
供
給
で
き

る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
現

在
の
ブ
ラ
ン
ド
品
の
認
知
度
向
上

を
図
り
、
ブ
ラ
ン
ド
品
を
使
っ
た

新
た
な
魅
力
を
創
造
す
る
と
と
も

に
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
な

ど
、
よ
り
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
う
こ
と
で
、
流
通
・
販
路
拡
大

や
販
売
促
進
に
つ
な
げ
、
消
費
の

拡
大
を
図
り
、
土
地
の
産
物
を

知
っ
て
も
ら
い
、
人
を
招
く
「
地

産
知
招
」
を
推
進
し
ま
す
。

地
元
産
野
菜
の

生
産
を
支
援

　
生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
な
ど
に
よ
り
、
産
地
と
し
て
の

維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
ナ
ス

や
キ
ュ
ウ
リ
、
玉
ネ
ギ
な
ど
の
既

存
産
地
の
維
持
・
拡
大
を
図
る
た

め
、
ハ
ウ
ス
な
ど
の
栽
培
施
設
や

省
エ
ネ
・
省
力
対
策
の
整
備
に
対

し
支
援
し
ま
す
。
ま
た
安
定
出
荷

に
向
け
生
産
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
市
民
が
松
山
産
野
菜
を
消
費

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
、

農
業
の
振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

修
学
・
企
業
研
修
旅
行

と
し
て
「
松
山
」
へ

　「
感
動
」「
教
訓
」「
最
高
の
思

い
出
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
松
山

で
し
か
体
験
で
き
な
い
独
自
の
メ

ニ
ュ
ー
、
魅
力
あ
る
特
典
を
開
発

し
、地
元
関
係
者
が
主
体
と
な
り
、

修
学
旅
行
に
訪
れ
た
人
を
自
立
し

て
受
け
入
れ
る
体
制
の
構
築
を
進

め
ま
す
。

　
ま
た
子
規
や
秋
山
兄
弟
が
抱
い

た
高
い
志
と
ひ
た
む
き
な
努
力
、

夢
や
希
望
を
テ
ー
マ
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
本
市
な
ら
で
は
の
企

業
研
修
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・

商
品
化
を
進
め
、
企
業
研
修
旅
行

の
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
球
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

　
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
く
安
全
・

安
心
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
関
心
の
高
ま
り
な
ど
か
ら
、
総

合
的
・
計
画
的
に
導
入
促
進
を
図

る
た
め
、
補
助
対
象
機
器
を
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
設
置

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、

低
炭
素
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

感
動
再
び
！
プ
ロ
野
球
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
開
催

　
地
方
球
場
で
は
初
と
な
る
２
回

目
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
の
開

催
を
、
全
国
に
松
山
を
発
信
す
る

絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
気
運
の
盛

り
上
げ
や
集
客
向
上
に
つ
な
が
る

各
種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

歩
い
て
楽
し
い

健
康
増
進
ま
ち
づ
く
り

　
自
動
車
か
ら
歩
行
者
優
先
の
空

間
に
改
変
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
、
障
が
い
者
の
誰

も
が
安
全
で
、
気
軽
に
笑
顔
で
歩

く
こ
と
が
で
き
る
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
歩
行
者
空
間
の
創
出
を
目
指
し

ま
す
。
市
内
中
心
部
の
重
要
路
線

を
対
象
に
、
自
動
車
や
自
転
車
、

歩
行
者
な
ど
の
交
通
量
や
道
路
の

利
用
方
法
な
ど
を
整
理
し
、
歩
行

者
の
回
遊
性
や
公
共
交
通
機
関
の

結
節
機
能
の
向
上
を
検
討
す
る
た

め
、
花
園
町
通
り
周
辺
で
社
会
実

験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
の

に
ぎ
わ
い
創
出

　
商
店
街
の
振
興
を
図
る
た
め
、

商
店
街
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
行

う
事
業
に
対
し
支
援
し
ま
す
。「
食
」

を
中
心
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
支
援
し
、
幅
広
い
年
齢
層
の

市
民
を
ま
ち
に
誘
客
し
、
ま
ち
な

か
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
保
育
・
託
児
を
兼
ね
備

え
、
市
民
が
気
軽
に
休
憩
し
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
な
ど
交
流
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

ま
ち
の
回
遊
性
を
促
進
さ
せ
る
と

と
も
に
、
市
街
地
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
新
た
に
創
業
す
る

人
に
対
し
、
そ
の
後
の
経
営
体
制

を
指
導
、
強
化
す
る
こ
と
で
、
中

心
市
街
地
の
空
き
店
舗
の
解
消
や

活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

雇
用
拡
大
に
向
け

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
企
業
誘
致

　
商
工
業
な
ど
の
企
業
誘
致
を
行

う
た
め
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
推

進
お
よ
び
営
業
活
動
の
強
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
求
職
者
へ
の
就
労

支
援
や
企
業
の
雇
用
拡
大
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

「誇れる」
地域の宝を
磨き笑顔に

「誇れる」
まちの長所を
活かし笑顔に

「誇れる」
まちの長所を
活かし笑顔に

せとか 紅まどんな

ぼっちゃん島あわび 瀬戸内の銀
ぎ ん り ん

鱗煮干し カラマンダリン

松山長なす 松山一
い っ す ん

寸そらまめ 伊台・五明こうげんぶどう

俳句の吟行に挑戦する修学旅行生

太陽光発電システム

超満員の観客で埋まった前回の 
プロ野球オールスターゲーム

まちなか子育て・市民交流センター

フリーペーパーOic:matsuyama
（おいしいまつやま）
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瀬戸の島ヒジキ産地化推進…… 544万円
企業研修旅行誘致促進………… 530万円
テレワーク業務創出・育成…… 530万円
プロテイン・アイランド・松山国際シン
ポジウム開催…………………… 360万円
日本一のライム産地づくり…… 294万円
まつやま農林水産まつり……… 240万円

〈都市企業関係〉………13億8,957万円
優良建築物等整備支援…… 11億212万円
公共交通利用促進環境整備
　………………………………1億983万円
石手川緑地整備………………1億741万円
歩いて楽しい健康増進まちづくり
　……………………………… 5,988万円
屋外広告物許可等……………… 781万円
まちづくり初動期支援………… 252万円

〈環境下水関係〉……… 6億2,556万円
下水道温暖化対策……………3億300万円

☆クリーンエネルギー等導入促進
　……………………………2億7,347万円
まつやまＲｅ・再来館管理運営
　……………………………… 2,166万円
地球温暖化対策……………… 1,887万円
家庭系ごみ減量・リサイクル
　………………………………… 670万円
事業系廃棄物適正処理………… 186万円

■「誇れる」地域の宝を磨き笑顔に
〈総務理財関係〉……… 3億5,047万円
坂の上の雲ミュージアム施設管理運営
　……………………………1億1,885万円
都市ブランド推進…………… 6,497万円
ふるさと館管理運営………… 3,691万円
坂の上の雲ミュージアム企画展示
　……………………………… 3,197万円
中島Ｂ＆Ｇ海洋センター…… 2,962万円
『坂の上の雲』を軸とした21世紀のまちづくり
　……………………………… 2,724万円
離島振興事務………………… 1,731万円
離島定住促進………………… 1,417万円
風早レトロタウン構想推進…… 511万円

☆まつやまシティセールス推進
　………………………………… 275万円
離島振興団体事務……………… 157万円

〈文教消防関係〉…………… 3,283万円
中島総合文化センター管理
　……………………………… 3,127万円
釣島灯台旧官舎管理運営……… 156万円

〈都市企業関係〉……… 1億8,042万円
松山総合公園管理…………… 8,542万円
誇れる松山総合公園活性化
　……………………………… 6,500万円

☆堀江港活性化………………… 3,000万円

〈産業経済関係〉……… 3億3,703万円
☆道後温泉本館施設整備……… 5,331万円
三津の朝市活性化………… 　4,771万円
☆「瀬戸内・松山」魅力創出
　……………………………… 3,735万円
鹿島賑わい活性化…………… 3,052万円
松山旅行商品化促進………… 2,100万円
観光まちづくり……………… 1,950万円
松山市商業振興対策………… 1,390万円
国際観光客誘致促進………… 1,329万円

☆お城下ループバス運行管理
　……………………………… 1,193万円
街角おもてなし……………… 1,170万円

☆椿の湯施設整備………………… 888万円
鹿島管理………………………… 836万円
姫ケ浜ビーチ管理……………… 816万円
修学旅行誘致促進……………… 790万円
☆「伊佐庭如矢」顕彰…………… 722万円
☆道後温泉活性化………………… 654万円
観光交流………………………… 654万円
松山城薪能……………………… 500万円
三津の朝市……………………… 428万円
風早海まつり…………………… 420万円
観光レンタサイクル…………… 319万円
広域観光連携…………………… 275万円
観光おもてなし対策…………… 149万円
大串キャンプ場管理……………… 96万円
にきたつの路日曜市開催………… 90万円
鹿島春まつり……………………… 45万円

◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆◇◆◆ 観
光
の
シ
ン
ボ
ル・道
後
温
泉

を
維
持
す
る
た
め
に

　
本
市
の
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
道
後
温
泉
本
館
を
今
後
も
末
永

く
維
持
管
理
し
、
松
山
の
観
光
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の

保
存
修
理
工
事
は
約
11
年
と
長
期

に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
工
期
中
の

観
光
客
数
、
地
域
経
済
な
ど
に
与

え
る
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
道

後
温
泉
活
性
化
計
画
審
議
会
を
設

置
し
、
改
修
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
検
討
、
受
け
皿
と
な
る
施
設
の

検
討
な
ど
総
合
的
な
対
策
を
講
じ

ま
す
。

伊
佐
庭
如
矢
を
顕
彰

　
初
代
道
後
湯
之
町
長
・
伊い

さ佐
庭に

わ

如ゆ
き
矢や

は
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
な

が
ら
も
道
後
温
泉
本
館
の
改
築
を

成
し
遂
げ
、
今
日
の
道
後
ブ
ラ
ン

ド
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
こ
で

如
矢
の
本
館
改
築
事
業
な
ど
を
顕

彰
す
る
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

企
画
展
示
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
、
道
後
温
泉
の
魅
力
や
当
時
の

温
泉
経
営
、
地
域
と
の
深
い
つ
な

が
り
の
歴
史
を
見
直
す
契
機
と

し
、
観
光
資
源
と
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
ま
す
。

三
津
浜
地
区
を
第
三
の

観
光
拠
点
へ

　「
坂
の
上
の
雲
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
づ
け
さ

れ
て
い
る
三
津
浜
地
区
を
、
道
後

温
泉
、
松
山
城
に
次
ぐ
第
三
の
観

光
拠
点
と
す
る
た
め
、
市
民
や
観

光
客
が
集
い
、
に
ぎ
わ
う
観
光
交

流
拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

瀬
戸
内
海
を
テ
ー
マ
に

新
た
な
観
光
を
Ｐ
Ｒ

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ
「
坂
の
上

の
雲
」
放
送
終
了
後
も
継
続
し
て

安
定
的
な
観
光
客
獲
得
を
図
る
た

め
、「
瀬
戸
内
・
松
山
」
構
想
の

実
現
に
向
け
、
交
通
事
業
所
な
ど

と
協
力
し
て
、
対
岸
の
広
島
地
域

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
瀬
戸

内
海
を
テ
ー
マ
と
し
た
新
た
な
周

遊
型
観
光
商
品
の
展
開
・
広
報
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
す
。

松
山
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
し

都
市
イ
メ
ー
ジ
を
向
上

　
本
市
が
他
都
市
と
比
べ
優
位
性

を
保
ち
、 

＂選
ば
れ
る
都
市
＂
と

な
る
た
め
、
松
山
市
全
体
の
価
値

や
魅
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
信
頼
や
好
感
を
市
内
外
か
ら

獲
得
す
る
「
都
市
ブ
ラ
ン
ド
」
の

確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
戦
略
プ
ラ
ン
を
市

民
と
協
働
で
策
定
す
る
と
と
も
に
、

情
報
発
信
力
の
高
い
首
都
圏
か
ら

本
市
の
多
彩
な
魅
力
を
全
国
へ
発

信
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
し
ま
す
。

里
島
の
活
性
化

　
本
市
島
し
ょ
部
の
持
続
的
発
展

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定

し
た
「
愛
ラ
ン
ド
里り

島と
う

構
想
」

を
具
現
化
す
る
た
め
、
農
園
と
居

住
機
能
を
備
え
た
滞
在
型
交
流
施

設
の
整
備
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
調
査

や
候
補
地
選
定
の
検
討
を
行
う
と

と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
た
「
し
ま
は
く
」
で
生
ま
れ

た
魅
力
あ
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
継

続
・
充
実
に
努
め
、
交
流
人
口
の

拡
大
や
地
域
産
業
の
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、
定
住
促
進
や
過
疎
化

防
止
の
た
め
、
離
島
指
定
地
域
外

へ
の
通
勤
・
通
学
者
に
対
す
る
定

期
運
賃
補
助
な
ど
を
継
続
し
て
実

施
し
ま
す
。

北
条
地
域
の
活
性
化

　「
昭
和
の
に
ぎ
わ
い
を
求
め
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、「
再
生
」

「
継
承
」「
創
造
」
の
三
つ
の
視
点

で
北
条
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

「
風
早
レ
ト
ロ
タ
ウ
ン
構
想
」
を

策
定
し
ま
す
。
中
心
部
に
お
い
て

は
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
、

鹿
島
は
景
観
整
備
や
野
生
鹿
対

策
、Ｊ
Ｒ
北
条
駅
前
通
り
周
辺
は
、

商
業
振
興
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

堀
江
港
に
か
つ
て
の

に
ぎ
わ
い
を

　
堀
江
～
阿
賀
定
期
航
路
の
廃
止

以
降
、
未
利
用
施
設
と
な
っ
て
い

る
堀
江
港
を
「
海
の
駅
」
と
し
て

誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
憩
い

の
場
所
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
の
で
き
る
施
設
と
し
て
、
海

上
部
に
係
留
施
設
、
陸
上
部
に
休

憩
所
を
整
備
し
、
か
つ
て
の
に
ぎ

わ
い
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
地
区
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

「誇れる」
地域の宝を
磨き笑顔に

「誇れる」
地域の宝を
磨き笑顔に

保存修理が必要な道後温泉本館

伊佐庭如矢

大田市場で紅まどんなをトップセールス

島での地引網体験

上空から見た北条鹿島周辺

多くの人でにぎわう市場開放

睦月島から望む夕焼け


